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Vol .  47連携医療機関の紹介 当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。

所在地 ： 松山市本町6丁目3-1／電話番号 ： 089-925-5544
診療科 ： 外科、大腸・肛門外科、整形外科、リハビリテーション科
病床数 ： 68床（地域包括ケア病棟 32床、療養病棟 36床）
休診日 ： 土曜日午後、日曜日、祝日、8月15日、年末年始
※担当医師等はホームページでご確認ください。

機能型ケアミックス施設を整備しております。
　本年１月には整形外科の常勤医を迎え、術後のリハビリ
や入院での保存的加療が必要な患者さんもスムーズに受
入れすることが可能になりました。
　これまでも、地域連携を通して、大腸肛門疾患や中心静
脈栄養管理の必要な症例の
多くの患者さんを松山市民病
院の諸先生方により、ご紹介
を頂き、大変深謝申し上げま
す。今後とも、地域連携の輪を
通じ地域社会に貢献して参り
たいと思いますので、よろしく
お願いいたします。

　佐藤実病院は、創始者・佐藤実が愛媛県松山市の中心部本
町に昭和45年４月に開院し、今年で53年目を迎えました。
　開院当初は外科・胃腸科・整形外科としてスタートし、その後
内科・循環器科・リハビリテーション科・放射線科などを加え、
さらに平成16年４月からは大腸肛門科を新設し、四国で数少
ない大腸肛門科の診療を行っている施設（診断・治療技術とも

日本でトップクラスです。）として、
良質な医療体制を患者さんへ提
供してまいりました。
　また、急性期・慢性期両方にき
め細やかな対応ができるように
地域包括ケア病棟と医療型療養
病棟を同一施設内に併設した多
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　新年度を迎えて            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副院長 田中 良憲                                      　　　　　　

　COVID-19 がなかなか収束せず。
とうとう 2022 年になってしまいまし
た。前回私がこの「えいらい」に書
かせていただいたのが 2020 年秋号
でした。当時は COVID-19 流行の 1
年目で、多くの国でロックダウンが
行われている状況でした。
　その時から比べると、ワクチン、
点滴、内服薬とコロナウイルスに対
する治療法も増え、また、いろいろ
な知見も集まってきました。2021
年 12 月頃、第 5 波と第 6 波の間に
は愛媛のコロナ発症が０人の日が
続き、なかなか会えなかった人たち
に会うことが出来た事と思います。
しかし、その後第 6 波が到来し、い
まだに新型株の話がでるなど、先行
きが見えない状況が続いています。
　当院でも今年 1 月 24 日にクラス
ターが発生し、患者さんほか各所に
多大なご迷惑をおかけいたしまし
た。一時期には新規外来診療や入
院、手術について制限を行っていま

したが、幸いにもクラスターは職員
10 名の感染で収まり、2 月 1 日に
は規制を解除し、病院機能を通常
運用へ復旧させることが出来まし
た。

　このような状況ではありますが、
2024 年から医師の「働き方改革」
が始まるため、準備を進めています。
松山市の救急医療を担っている当院
では、どうしても医師の負担が多く
なっていましたが、今後は「合理的
な働き方で適切な勤務時間にする」
事が必要になってきます。実際には
タスクシェアやチーム医療に取り組
み、医療の質を落とさず改革してい
きたいと考えております。ご理解の
ほどよろしくお願いいたします。
また、当院では現在 BCP（Business 
Continuity Plan：事業継続計画）の策
定を行っております。これは「震災な
どの緊急時に低下する業務遂行能力
を補う非常時優先業務を開始するた

めの計画」です。実際には病院が地
震などの自然災害、火災などの緊急
事態に遭遇した時に対応できるよう
な体制を準備しておく事になります。
特に愛媛県は 30 年以内にマグニ
チュード 8 ～ 9 クラスの南海トラフ
大地震が 70％～ 80％の確率で発生
すると言われています。いざ災害が
起こってからでは対応が難しく、平
時から準備が必要です。これに合わ
せて本年は防災訓練を 9 月に予定し
ております。災害時でも地域の方か
ら頼られる病院になるよう取り組ん
でいきたいと考えております。

　今年度、当院でも 40 名の新入職
員を迎えました。コロナに加え、ロ
シアのウクライナ侵攻・物価上昇な
ど困難な社会環境のなかでの新たな
職場での生活を始めることは大変か
と思います。そろそろこのトンネルを
ぬけることを期待して、日々の診療
を頑張っていきたいと思います。
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　昔から星が好きで、働
きだしてから本格的に星
空の写真を撮るようにな
りました。仕事の日々で
心についた小さなキズ
も、のんびり星空を眺め
ているとすっかり癒され
てしまいます。

　１枚目(上)は公園で撮影した冬の星空と東温市の夜景です。有
名なオリオン座が真ん中やや右に見えています。風景と星空を合
わせて撮影する写真のことを星景写真と呼びます。一般的なカメ
ラと三脚があれば比較的簡単に撮ることができます。
　２枚目(下)は秋の夜空に浮かぶアンドロメダ銀河です。銀河や
星雲はとても暗いので夜中から明け方までぶっ通しで何時間も撮
影し続けます。

　これからの季節、春から夏にかけては天の川が綺麗に見える時
期です。海沿いや山の
中など、街の明かりが
少ないところだとよく
見えますので、夜のド
ライブもおすすめで
す。
 仕事に疲れた帰り道
にも、地面やスマホだ
けでなく、ぜひ頭上の
夜空も見上げてみて
ください。

(写真・文/糖尿病・内分泌内科：仙波英徳）

女性事務職員の制服が変わりました
4月から女性事務職員の制服がリ

ニューアルされ、シックな装いになりまし
た。気持ちも一新し、今後も落ち着いた丁
寧な応対を心がけてまいります。

新入職員研修を行ないました
4月1日から3日間、新入職員研修を行いました。柚木
院長の辞令交付から始まり、社会人としての基本的なマ
ナーやルール等フレッシュな気持ちで学ぶことができま
した。新入職員の皆さんのこれからの活躍を期待してい
ます。

グループワークにて
お互いの意見を出し
合い、力を合わせて
資料を作成しました。

今年度は
看護部　２６名
薬剤部　　１名
放射線室　２名
栄養管理室１名
総務課　　１名
医療事務部５名
計３６名が参加
しました。


